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シーポニアのマスト林より富士を望む(写真：田辺英蔵）

洋 上迎春
田辺英蔵<蒼竜>オーナー

1月4日，日曜日。

三崎口で捨ったタクシーの中年の運転手は、三浦の

タクシーにしては絶えて珍らしいことに，

「お客さん，すばらしい天気だね」

と向うから話しかけてきた。

「こんな見晴らしの好い日は，一年のうちにも2，

3回しかないよ」
うみ

引き橋を過ぎ，三浦の台地が三崎に向ってゆるやか

に下る道にさしかかった時，水平線の上にくっきりと

浮ぶ房総半島のシルエットを認め，私はその近さに驚

いた。ところが，それは房総半島ではなかった－大

島だった。

長年，油壺，小網代にかよいつづけていながら，私

は，油壺口から坂を下り，また上ってシーボニアの入

口に向う道路が，そのまま一直線に富士山に向ってい

ることを知らなかった。白く雪をかむった富士は，道

路の突き当たりに，そのまま登れそうな近さで聾えて

いた。

「春は,それ,そこの櫻の花越しに富士山が見えるん

だ」 へ

正月ともなれば，三浦では詩人がタクシーの運転を

しているらしい。

シーポニアヘの坂を降りる途中，海を眺めミ詩人署

が笑いだした。

「どうしたんだろう。一隻も出ていないよ,お客さん」

パーキングの車の数も，心なしか少ない。

「2日，3日で，みんな走り過ぎて疲れてしまった

んだろう」

と私。

「そんなことはない｡2日も3日もヨットは走らな

かった。ひどい風だったからね」

〈その通りだ〉

と私も思い出した。

正月の2日の午後から吹き出した烈風に，私の職場，
なみがしら

熱海のホテルから眺めた伊豆の海は，波頭でまつ白だ

った。たまたま，暮から熱海へ巡航していたく光>は，

(2）
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のどかな相模湾の向うに伊豆の山々 もクッキリ(写真：田辺英蔵）

2日の午後，3時間でシーボニアに帰りついた，と後
で耳にした。

平均10ノット，壮烈な3時間だったろう。

今日，その同じ海は，初春の陽光の下でひそとも砕

けず，のたりのたりとのどかに揺れ，濃紺の水平線の

上には，雲ひとつないコバルトの空を背景に白雪の富

士が聾え，天城の連山が紫に煙り，手にとるように眺

められる丹沢の山塊の山肌に，白い残雪が鮮かだ。

とのこと。あくまで人生に忠実なご夫妻である。

Aバースから消えた前武さんの<UPUP>の艇名

を，矢口ご夫妻の<MORGENROT>の筋向いの

泊地に認め仰天する。

「<UPUP>じゃないですか。前田さんもいよい

よヨットに転進ですか。それにしても，賑やかなお隣

が出現しましたね」

「そうなんですよ。<UPUP>とうちの船の間の水

路にカーテンでもかけませんと，夜も寝られないので

はと心配，ホホ……」

と矢口艇長（奥様の方）がコロコロと笑う。

「そうですとも。Aバース時代には，私の一軒置い
ぼう

て隣だったけれど，その舌鋒の鋭かったこと」

「前田さんの方でも，〈蒼竜>について同じことをお

っしゃっていましたよ」
＜ち

「その調子ですよ。筋向いとは隣より大変だ」

モルゲンのコックピットはポカポカと暖かい日だま
ポンド

リ。白い甲板に陽光が躍り，笑い声が泊地の水面を弾

んで行く。

へ

クラブハウスのテラスから，そして，防波堤の上か

ら，三百ミリの望遠レンズで，その富士の姿をいつぱ

いに引く。クラブハウスの杉山支配人の注文だ。富士

を大写しにした写真をクラブハウスの壁に掛けたい。

バカチョンで撮っても豆つぶ位の富士しか写らない。

田辺さんのバズーカ砲で引いてくれ，という。杉山支

配人は，知る人ぞ知る，かつて「暮しの手帖」社で花

森安治さんをたすけていたカラー現像のベテランだか

ら緊張する。

ざん(二ちとそ

正月三が日のお屠蘇疲れか，或いは2日3日の強風

にたたかれてか,意外にひっそりと人影の少ないハーバ

ーで，相変わらずのおしどりセーラー，矢口ドクター

ご夫妻を見かけ，早速新年の挨拶を理由にコックピッ

トに上がり込む。

夫妻は暮から正月を雪山で過ごし，今日が初ヨット

さすがは正月である。

これがく蒼竜〉か，と思うばかり，ピッカピカに磨

きあげられ，整頓された船内。実は暮の納会に全員集

合したところ，折からの強風で出航を断念，ヤケのヤ

ンパチで「総員船内洗イカタ｣，その結果である。今日

(3）
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は立木クンと二人きりでセッティング，静かな泊地の「ますます豪勢だね。どこのコロ柿？」

水路にディーゼルの音を響かせ，紺を港口に向ける。「岐阜です」

「走るかね？」 岐阜は立木クンの奥さんのお里だ。かんじんの休暇

「さあ……」 毎にご主人を海へ引き抜いてヨット・ウイドウにして

沖に点々と見える白帆も，ほとんど直立。しまうオーナーとしては，それでもちゃんと差入れを

あるかないかの微風力廻り，帆をばたつかせ，時々持たせてくれるやさしい奥さんの心づかいに恐縮しつ

思い出したように波長の長いうねりが過ぎる。エンジつ，本年初の洋上の餅をほ一ぱる。

ンを切り，トランサムからのり出して船尾の水面を観4時近く，す－つと空気が冷えはじめる頃風がた

察すると，行き足の気配も無い。ライフラインに背をち，たちまち波音をたてて走りはじめるく蒼竜〉の贈

もたせ，見まわす今日の相模湾のたたずまいは壮麗のを小網代へと向ける。

一語に尽きる。低い冬の陽を斜に受けて，富士はます蒼然と暮れはじめる空の透明な青さ。夕陽に染まる

ます鮮かにその姿を浮き出させ，いつの間にか生まれ団雲の，ピンクから紫へ，そして青灰色へと変わるパ

た豊旗雲が，紫色の影を山肌の雪にうつしている。雄ステルカラーの微妙な階調。エンジンの音をひそませ，

大な天城のシルエット，逆光を受け，輝くビーズ玉をさざ波も立たぬ小網代の入江の海面を白く裂きつつ，

撤き散らしたような南の海面の彼方に浮び上がる大島，夕陽に煙る富士を背景に，次々に帰投して来るヨット

どこまでも伸びる房総の岬，空はコバルト，海の色はのシルエット。やがて，天城の彼方に陽が沈む。空も

染まりそうな濃紺。雲も富士も，ひたすらに淡い茜に染まる。三浦の海に今
もち

「餅を焼きましょうか」 航うヨット乗り達が，折に触れて見ることのできる，

「こりゃ豪勢だな」 タナーの才筆も，ボナールの色彩も及ばぬ神の画興の

やがて香ばしいかおりと共に，やわらかく大ぶりな一瞬だった。限りなく美しく，壮厳に，そして妖し<

餅がノリにくるまって奇跡のように現われる。いろどられた初帆走の日の相模湾のたたずまいは，一

「うまいね，どこの餅？」 体，今年の私の人生航路の如何なる予告だったのだる

「岐阜です。ゴロ柿いかがですか」 うか。

ビッグ・ボート・シリーズ・レース

のお知らせ

1981年ビックボート・レースを下記のとおり開催致

しますので奮って御参加下さい。

記

I.参加資格

1981年IORMARK－ⅢA27.0呪以上の有効なレ

ーティング証書を所有し,1981年度の安全検査(OR

C－3およびNORC-B)に合格している艇

Ⅱ．日程

3月13日（金）出艇申告および艇長会議

（船舶振興ビル10F)

1830～1930～2030

3月14日(土)0800No.1オリンピック・コース・

レース

1230No.2オリンピック・コース・

レース

1830パーティー（シーボニアY.C.)

(4）

ビッグ・ボート・シリーズ・

レース実行委員会

3月15日（日)0800No.3オリンピック・コース・

レース

1230No.4オリンピック・コース・

レース

1700ビッグ･ボート・オーナー会議

3月21日(J=)0800オフショア・レース(約100~

150浬）

3月22日（日)1400タイム・リミット

1600表彰式

Ⅲ、レース参加料・乗員参加料

レース参加料

1艇につき50,000円

乗員参加料

会員lレースにつき1名2,000円

非会員1レースにつき1名3,000円

以 上

へ
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昨年のビッグボート・シリーズ(写真：岡本甫）
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ビッグ・ボート・シリーズ・レースをこのたび初めて

関東水域で行なうことになった。同シリーズ・レース

はこれが3回目で，最初は，一昨年，アドミラルズ・

カップ・レースに日本チームが出掛ける際，関西の10

のボートのオーナーの方から，「正式な選考レースをや

って，レーティング30フィート以上の大型艇の，名実

ともに日本を代表するチームを派遣したい」と提案さ

れ，確かにその通りだ，ということで発足したものだ

その時，たんにアドミラルズ・カップのみでなく，

サザンクロス・シリーズやマイアミのFORC,ある

いはトランス・パックなど，外国の本格的なレースに

出る艇のための国内選考シリーズとしてだけでなく，

国内での大型艇によるレースの発展，逆に外国へ行っ

てきた艇の経験の蓄積，情報の交換の場をつくろう，

ということからrカッパーズ・コミッティー』といわ

れるような有志の会が発足した。

レースは，第1回目が西宮と洲本沖の1月と2月の

2回のシリーズ，そして昨年度，第2回がやはり洲本

沖で行なわれた。

同シリーズは，当初，関西，東海，関東と持ち回り

でやろう，という案が出ていたが，過去2回は，たま

(5）

NORC副会長 大儀見菫

たま関西の船が中心だったところから，関西水域で行

なわれた。それが，今回初めて関東水域で,NORC

関東支部の主催で行なうことになった。

このシリーズ・レースは，今後も着実にのびていく

べき，非常におもしろい企画だし，対象となる，レー

ティング27フィート以上の艇も多数いるので，ぜひ成

功させたいと考えている。

特に，これまでの関東支部は，鳥羽レースその他で

関西など他の支部から来た人達に対して関東へ行っ

ても冷たい』という印象がある中で，油地の確保，歓

迎の体制には万全を期したい。そこで，シーボニア株

式会社，シーボニアヨットクラブ，三崎マリーンなど

にも働きかけて，とにかく，遠来のレース参加艇には

安心して船を置ける，という基本的な条件を整え，受

入れ体制に万全を期して歓迎したい，と考えている。

3月には，おそらく風も申し分なく吹くだろうし，

大型艇がオリンピックコースで凌ぎを削るのは，前2

回の経験からも本当に壮観なもので，これこそ，文字

通りの国際的なレース企画になると思う。ぜひ，内容

が充実しておもしろく，参加して良かった，と言われ

るシリーズにしたい。（談）
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オケラの起工式

枇界-lifl･シングル・ハンド・レースに出場する多

田雄幸氏のくオケラ〉の起工式が,1月18日，金田湾

に面する小浜臨時オケラグループ造船所？で行なわれ

た。

当日はトソ気分の抜けぬ日曜日だったが，オケラグ

ループの面々，多田氏の友人，知人など，たくさんの

参会者があり，午後2時，造船スペースを提供してい

る杉本住職の読経で起工式は始まった。

ガケを利用したブルーのシートばりの臨時造船所の

中央には，44フィートの船体が堂々と鎮座している。
フラグ コ－テ

現在は木枠に沿って樹脂の板がはられているが，こ

れに外側と内側からFRPのコーティングを施してい

って船体ができてくる。多田氏は，ほとんど設計者の

起工式当日の船体形状

。.‐二四鋒一

バイキングの酒盛り風パーティー

斉藤氏と毎日ここで建造にとり組んでいる。

船体完成後は，ここから油壺へ廻航し，油壺ボート

サービスで艤装を終え,1982年9月25日に予定されて

いる第1レグのスタートにまに合うよう，アメリカ・

ロードアイランド州のニューポートへ向けて出発する。

建造中のくオケラ〉は，クラス2の最大の大きさで，

（クラス1は56フィート，最小サイズは32フィート）

参会者全員による焼香をもって，航海の安全とレースへ
の健闘が祈られた。

式の後は，砂浜でたき火を囲んでバーベキューパー

ティーが開かれ，日没まで楽しいひとときが続いた。

－ディング，ドング，ダディー。グッド・ラック・

オ ケ ラ ー

杉山住職の読経に決意もあらた

金田湾沿いの遊歩道に面したガケのふところが臨時造船所

(6）
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ORC会報31号

NORC技術委員長渡辺修治
殖宰

議§、
．~建学弾一
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I)1980年度ORCの動き

今年の恒例ロンドンORC会議及び各委員会は,11

月2日から8日にかけて連日開かれたが，1年振りに

日本から参加した私にとって初めて聴かされる事柄も

多く，また，内容の密度が濃くて，ついて行くのにか

なり骨が折れた。それもそのはずで，誕生以来11年目

に入ったORCにとって，今年は問題の年で,1月以

降,しばしば会合が開かれ,会報も既に,28,29,30号と

3度も発行されていたのである。

昨年8月のFastnetレースのあと,RYA/RORC

が作成した事故報告書の出るのを待って，1月上旬に

は,ORCのPSG(政策グループ)とITC(技術委

員会）はイギリスのリミントンに集まって事故報告書

が語っている事実に基づき，外洋ヨットの安全の基本

の見直しなど,討議を重ねた。

ITCの委員長は,.01inStephensが昨年末退い

て，新進気鋭のGaryMullに替わったばかりであ

る。しかも,DougPetersonが強力にバックアップ

している。

PSGとITCはまず,安全と設計の問題をとりあげ，

ノックダウンしやすいヨットを抑制し，耐航性の高い

ヨットを育成することがさし迫って重要な問題である

ことを認識して,IORルールに適切な公式を導入す

ることになった。

この他，特別規定の検討，見直し，ライフラフト，

安全ハーネスの調査，研究,MarkmA,スカントリ

ングルールの開発等が議題となった。議事録はORC

会報28号として公布された。

会報28号の内容は重要で，急を要する事柄が多い

ので,ORCは4月下旬に臨時会議を開いて，必要な

決議を行なうことになった。

ITCは直ちに具体策の準備にとりかかったが,ルー

ル起案に際しては第一線デザイナー達の助言を受け入

れることにし，3月中旬，ニューヨーク，ロンドンで

「デザイナー会議」を開いたのは賢明であった。

4月の臨時ORC会議はスペインのバルセロナで開

かれた。

ITCはヨットの安全と設計の関係を検討した結

果，バラストを軽くし，人間の体重で復原力を補

(7）

う，最近の設計傾向を抑制し，重心が低く，予備復原

力が充分ある耐航性の高いヨットを奨励する新ルール

を提案し,ORCはそれを承認した。

ITCの提案は二つの部分から成る｡一つは重心の低

いヨットに適当なボーナスを与える公式で，もう一つ

は重心の高い危いヨット(TRが35以上）にはきびし

いペナルティーを課する公式である。

本会議の決議は11月のORCを待たずに,1981年1

月1日から発効することになった。オーナーやデザイ

ナーに早目に準備してもらうためである。

4月の臨時会議の議事録は，会報29号として公布さ

れた。

ITCは,11月の本会議に備えて,MarkmAルール

の改正，スターン計測の改正，スカントリングルール

等をまとめ，9月下旬，ニューポートのUSYRUで

会合を開き，提案事項を決定した。この会合にはデザ

イナーグループもオブザーバーとして出席し，議事録

は会報30号として公布された。

n)oRc会報31号

1)ORC会議

1980年のORC会議における各委員会別の提案,決

議を以下に列挙するが，夫々の詳細は,ANNEXに記

載した。

2)ITC(技術委員会）

MarkmA

MarkmA改正のねらいは，古いヨットを現状より

若干優遇し,1980年末までに建造された新しいヨット

にもMarkmAを適用しようとするものである。

また，船体を改修したヨットに対するⅢAレーティ

ングの適用条件をきびしくした。

スターンの計測

この問題は,IORルールのループホールの盲点と

見られ，これまで会報でしばしば警告が出されていた。

ITCは今度，このループホールをねらった設計に対

して，公正なL(レーティング長さ）を設定する公式

を提案した。

ORCとしては，この提案によってかなり多くのヨ
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ツトが影響をうけることになるが，現状のまま放置す

れば，一部のヨットの技巧的なスターンのデザインに

よって，多くのヨットが損害をうけることを考慮し，

ITCの提案を承認し,1981年1月1日から，実施す

ることになった。

しかし，このルールは，現存するヨットに対しては，

あまりきびしいものではない。

メーンセール

ORCは，メーンセールのガースの長さを制限し，

超過分にペナルティーを課するルールを承認した。

レーティング証書

今後，レーティング証書は艇内に備えて置かなけれ

ばならない。ワンデザイン・レーティング・クラスの

ヨットの場合，そのクラスルールも備えること。

小型ヨット

ルール102で要求している,DSPL1000kg以下の

小型ヨットのレーテイング証書につける但し書き「デ

ーライト，カテゴリー4のレースに限る｡｣を廃止する。

今後のITCの作業予定

a)AGSに於ける曲面の曲率に対する制限。

ねらいは，新しいデザインで,Lの減少をねらった

AGS附近のカーブの奇形を予防することである。

b)ヨットのPerformance(スピード性能）とレー

テイングの関係が一層近くなるように,MarkmAの

ベースを改めていく。

c)ResearchCommitteeと協同して，計測法や

技術データの改善を計る。

d)P(メーンセールのラフ）が70沢を超える場合，

第5バテンを認めるかどうかの調査。

3）スカントリングルール

ITCとABS(AmericanBureauofShipping)

は，スカントリングルールの前の部分を完成させた。

このルールは1981年1月のロンドンボートショーの時

期に発刊の予定である。マストに関連する項目や，そ

の他の残りの部分は，1981年内に追加される。

ORCは，本ルールをl～2年間，勧告的に用いる

こととしたが，その結果を見て，強制とするかどうか

を決めることにした。

また，1981年4月以降，デザイナーは，ヨットの構

造設計に本ルールを用いたか否かを証言し，その事実

をレーティング証書に記録することになった。

4）特別規定

特別規定の改正は,Fastnetレポートに基づき，一

部は4月の臨時会議で承認されたが，本会議では追加

の項目が承認された。

(8）

バッテリー

エンジン起動用に別のバッテリーを持たせるかどう

か議論があったが，決論はでなかった。

コックピットドレン

コックピット容積，コックピット排水，ビルジ排水，

ビルジポンプ排水管等に対する適切な規定を作る為に

小委員会を発足させることになった。

安全ハーネスとライフラフト

ORCは,TonyMooney(オーストラリア）を主

査とする，安全ハーネス小委員会が作成した「ORC

推薦，ヨット用安全ハーネスとライフラインの標準に

関する規定」と,JeanLouisFarby(フランス）を

主査とした，ライフラフト小委員会が作成した，ライ

フラフトに対する標準仕様書を採用することを決議し

た。

上記の規定と仕様書はORCが本にして発行し，そ

れ等全体または一部を,1982年のORCで，特別規定

の中に，推薦スタンダードとして取り入れる。

5）レベル・レーティングクラス

世界チャンピオンシップ

現在，年1回のチャンピオンシップをやっているが，

もっと回数を減らすことを検討することと，北半球と

南半球での交互開催のパターンを決めることが提案さ

れた。試みにクォータートンクラスでタイムテーブル

をテストしてみることになった。そのプログラムは次

の通りである。

1981年9月フランス

1982年12月オーストラリア

1983年開催せず

1984年イギリス

各トンカップイベントの将来と瀕度を検討する為に

JeanPeytelを主査とする小委員会が発足した。

1981年のハーフトンカップをニュージーランドが辞

退したので，イギリスが引きうけることになった。

6）計測

マリンエンジンの製品の内，帆走中プロペラの遊転

を止める為のロックをするのに,ギヤーを入れるしか方

法のないものがあるが，この場合，レース中にバッテ

リーの充電をすることができない。

かかる製品を作っているメーカーに注意をうながす

必要がある。

7）スタンダード・レーティング・クラス

IORルールの第13章と,110,2の「スタンダード

へ

へ



へ

へ
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レーティング」の呼び方を，今後は「ワンデザイン

レーティング」と改める。

スタンダード･レーテイング・クラスのルールは1979

年のORCで決まったが，現在6クラスが「マスター

サーティフィケート」を承認され，他のクラスの申し

込みも審査中である。

現在，下記の6クラス,400隻が,IORワンデザイ

ン・レーティング下にレースを行なっている。

Ballad,SprintaSport,Sigma33,NA-40,

J-30,00D34

8）簡易レーテイング(Simplified)
ORCは,｢ORC簡易レーティングルール」の原

則に関する提案を承認した。

本ルールの詳細はこれから計測委員会が作成し，O

RCのメンバーに配布し,PSGの承認を得てから実

施に移す。実施の時期は，北半球のヨットシーズンに

間に合わせることになった。

｢ORC簡易レーティングルール｣の原則は次の通り。

簡易レーテイングは，費用が廉く，手軽に受けるこ

とができるが’ローカルレベルのレース用である。し

かし，正式のIORのレーティングと公平にローカル

レベルのレースを行なうことができる。

簡易レーティングを受けるクラスのヨットは，その

クラスのスタンダードハルの寸法と，リグ，フリーボ

ードの実測値から個々のレーティングを出してもいい

し，あるいは，リグとフリーボードの簡易計測値の均

一性をチェックしてから，良好ならそのクラスのレー

ティングを与えるやり方でもいい。

どちらのやり方を採用するかは,NIORMAが調査

してきめる。(NIORMA=NationallORMeasure-

mentAuthority)

A)いづれのケースも，エンジンとプロペラ寸法は

スタンダード化した数値を用いる。スタンダード化さ

れていないヨットは個々に計測する。

B)リグとセールは簡易計測を行なう。簡易計測の

ねらいは，そのリグの実質的なレーティングを求める

ことで，ペナルティー計測はやらない。例えばリグの

高さは，ハリヤードでテープを揚げて測り，ヘッドフ

オイルはスタンダード寸法を用いる。

C)フリーボード計測はMKⅢと同じ。BWLとラ

イティングモーメント(RM)は計算で出すか，また

は，クラスによってスタンダード化する。

ResearchCommitteeが,BWLとRMの計算法
に関して援助することになった。

D)スタンダードレーティング証書には，クラスと

しての各種寸法のリミットを明記すること。

(9）

スタンダード化された数値を用いる場合は，計測値

を使用し，計算値は使わないこと。簡易レーティン

グ証書には傾斜テストの計測値以外のすべての数値を

記載する。アンカー，バラスト，バッテリー等は通常

の証書と同様に記入する。

9）ルールを守ること

外洋ヨットレースのルールを守りやすくする為の手

段として，視覚にうったえる各種の方法が提案された。

ルールに違反して重量物を移動したり，指定された

ギヤーの格納位置を変えたりしないように，船内のオ

ーナーやクルーの目につく所に，ポスターやステッカ

ーを張り出すやり方が採用された。

10)リサーチプログラム

ResearchProgrammeの開発は予想外のスピード

で進行している。

このプロジェクトを発案，推進したPatHaggerty

氏は悲しいことに10月1日に逝去された。後任として

OlinStephens氏が委員長に任命され,このプロジェ

クトを引き継いて進めることになった。

このプログラムの開発に当たったJohnLetcher

博士が内容の講演をされ，多くの人が正しい認識を得

た。このプログラムの目的は，将来のIORの展開に対

して科学的裏付けを与えることであるが，既に，現行

のルールに対しても有効な指示を与えている。

ResearchCommitteeが目下作業している事柄は

次の通りである。

船体のラインズ計測の技術

上記ラインズからIORレーティングを求める。

小型コンピューター向きのVPP(VelocityPre-

dictionProgramme)の開発と普及。

ルールの公式化

各種レーティングルールの比較

ヨットの速力推定法の確認と改良

11）帆走航海の記録

PeterJohnson氏が帆走航海の記録を集めている

ので，各国の記録をORC気付で送ってもらいたい。

将来ORCから刊行される。

12)IYRUルール26(広告）

ヨットレース中の広告を禁止したルール26を緩和す

る提案がIYRUから出された。

ORCとしては，ルール26を緩和すれば，スポーツ

は商業主義によって支配され，とり返しのつかないプ

ロ化に向かっての転落が始まると考える。

ORCはIYRUに対して,ルール26は緩和しないこ

とと，むしろルールの内容を強化して，ルール違反の
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ヨットは，事前の警告なしに失格させるべきである，

と主張した。

ORCは，世界チャンピオンシップヘの参加ヨット

は申し込み書の中に,「ヨットの艇名は，コマーシャル

エンタープライズをプロモートしていない」と宣誓す

ることに決定した。

13)ORCメンバー，委員

ORCGroupVI西独，スイス地域の代表員数を

1名から2名に変更する。

特別規定委員会の委員長MaryPera夫人(UK)

が退任され，後任に,MarcelLeeman氏(Benelux)

が就いた。

NicolaSironi氏(Italy)が,ITC委員に任命

された。

1981年1月1日から,TheOffshoreRacingCoun-

cilは法人紅職となり，ミOffshoreRacingCoun-

cilLimited〃と呼ばれる。

m)ANNExI(ルール改正）

110下記を110,3に追加

1981年1月以降，認められる変更はカヌーボディー

以外のキール，スケグ，舵に限られる。また，これら

の変更に当たっては事前にNIORMAの承認が必要で

ある。

110臨時の処置を追加

APSLがBAPSLより小さい場合，また，あるい

は,YCOR力澪より小さい場合,FGSよりLBG

の75％後方の船体に変更を加えても,Modified

HullDateの割当てを必要としないが，事前にre-

validatingauthorityの承認が必要で，また，変更

したヨットが，1982年1月以前に再計測されているこ

とが条件となる。

322,322,3Bに下記を追加。

HullDateが1/1981以降のヨットはbuttock

heightsを計測しなければならず,また,VHAIは323

の公式で計算する。

323,323に下記を追加する。

「または,HullDateが1/1981及びそれ以降の
場合」

332,5APSLC(AftProfileSlopeCorrected)
の公式

0.4(0.9×LBG+GD+Y)ApADQT－A・BAPSL=
CMDI+MDI+2(FA+VHA-2FRxT

GDがOの場合，または,BHAがOの場合(BHA

を計測してない場合）は,BAPSLはOとする。

(10)

GSDA

B.APSL=VHAI_VMFFA-FA"
APSLが負の場合,APSLは6.0とする。

C.APSLCは,APSLとBAPSLの大きい方の

値とする。ただし,7.0より大きくはとらない。

332，6，332，7

APSLの代わりにAPSLCを用いる。

332,8YCORの公式

GDがOより大きく,hulldateが1/1981以前

の場合

YCOR=0.5(2×VHA-0.5GD-Y,または，

0.2LBG-Yの大きい方）

GDがOより大きく,hulldateが12/1980以降

の場合

YCOR=(1.7×VHA-0.5GD-Y,または，

0.15LBG-Yの大きい方）

GDがOの場合,YCORもO

YCORはOより大きい値はとれない。(負の値）

332.9AOCの公式

AOC=[0.5(AOCP+AOCG)または，

(0.05LBG+0.95AOCP)または，

(0.05LBG+0.95AOCG)

の内最小の値]+YCOR

このルールは1981年1月1日から発効する。

711CGF

l.TR≦35.0の場合

ク ワ

CGF=TR二5.1+0.8877
2．TR>35.0の場合

CGF=0.0064TR+0.7440

3.CGFは0.9680より小さくはとれない。

840,メーンセールのガース長さ,MGU,MGM

848,2（新）ガース長さのリミット。

MGU,0.28E+0.016P+0.85ft.

MGM,0.5E+0.022P+1．2ft.

超追分はトップバテンの計測長さに加えられ，バテ

ンペナルティーをうける。

1108,1109を削除し，書替える。

1108,MKmAの値の決め方。

DMsionl

hulldateが12/1972及び以前のヨット。

DLFA=0.98

CGFA=CGF+J.9630
2

タ皇

へ
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SHRA=SHR

SCFA=1+0．024(SHR-15.5)

ただし,SHRが15.5以下の場合

SCFA=SCF……SHRが15.5以上の場合

CBFA･…･現行通り，

Division2

hulldateがl/1973から12/1975までのヨット。

DLFA=1+2LF
2

CGFA=CGFC×CGF

+(1.0-CGFC)×0.968

SHRA=SHR

SCFA=SCF

CBF･…･･現行通り

Division3

hulldateが1/1976から12/1980までのヨット。

DLFA=1+5.7(BDR_0.98)L75
ただし,1.0より小さくはとらない。

CGFA=CGFC×CGF

+(1-CGFC)×0.968

SHRA=ﾉMSAR(竿十JB×協1A)-ff,
SCFA=1+0.04(SHRA-15.5)

ただし,1.0より小さくはとらない。

CBFA･…･現行通り，

0.375B

CGFC=CMDIWhi+OMDT0．5
ただし，0．5より小さくはとらず,1.0より大きく

はとらない。

MSAR-PC¥C｣q75[C×黒
いづれのケースに於ても,MarkmAレーテイン

グは,0.85×MarkⅢレーティングより小さくはとれ

ず，また,MarkⅢレーティングより大きくはとらな

い◎

6．64会報29のトウレールのルールを若干修正。

「マストより前のデッキ上には,25n,m以上のトウレ

ールを取りつける。ただし，金物の場所は除く。トウ

レールの舷側からの距離は，その場所のデッキ幅の％

より内に入ってはならない。

トウレールの代わりに，高さ2m,m以上,50mm以下の

第3のライフラインとしてもいい。

1981年1月1日以前に建造されたヨットの場合，ト

ウレールの高さは20mmでもいい｡｣･…･･<カテゴリー1,

2，3〉

6.62,1追加

「コックピットの後部が海に向かって明いている場

合，すべての間隔が22吋(56cm)以下となるようにラ

イフラインを追加しなければならない｡」

へ

8．1改正

「少くとも2本の消火器を，直ぐに手が届く，適切

で，しかも別々の場所にそなえること｡｣…･･･〈カテゴ

リー1，2，3，4〉

8.21,1

「手動ビルジポンプ，最低数2ケをヨットの船体に

しっかり固定する｡1ケは船外で,1ケは船内で操作

できなければならない。また，いずれのポンプも，コ

ックピットシート，ハッチ，コンパニオンウエーを閉

鎖したままで使えることが必要である｡」

8.21,2

「手動ビルジポンプのハンドルが，ポンプに固定し

ていない場合は，なくならないようにラニヤードや止

め金具で止めて置く必要がある｡｣･…“〈カテゴリー1，

2，3，4〉

8．7レーダーレフレクター

「レーダーレフレクターが8面体型の場合，ダイヤ

ゴナルの最小寸法は18吋(46cm)とする。8面体以外

の場合,equivalentechoingareaは10m2以上とす

る｡」

口堅

SCAの決定

1107の場合･…･･SCA=SA×SCFA

その他の場合…･･…･SCA=S×SCFA

Ｕ
ロ
■
凸

的
１
２

１１

10.1

応急用航海灯と電源の規定をカテゴリー3にも適用

する。

W)ANNExn(特別規定）

5．1「登録した国のスタンダードに合致」を削除

6.12最終センテンスを次の通り書き直す。

「ハッチはすべて耐久的に装備し，180度転覆した

場合，直ぐにしめることができ，しっかりと閉鎖され

るものでなければならない。また，メーンコンパニオ

ンハッチは，船内外から操作できる，強固な固定装置

を装備しなければならない｡｣･･…・〈カテゴリー1，2，

3，4〉

10.21.3

「メーンセールのクロスより重い」を「使用目的に

合った強度を持つクロス」に書き直す。

10.22

「10.21.3に規定した荒天用ジブ1枚と，メーンセ

ールのラフをPの60%以下にリーフ出来る装置が必要

である｡｣……〈カテゴリー3，4〉

(11)
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10.61

「25ワット」は削除，本規定はカテゴリー1，2に

適用する。

11.41文章改訂

「workingdeck上か,workingdeckに直接開口を持

つライフラフトの格納庫に置くこと。ただし，ライフ

ラフトを容器に入れた重量が40kg以下の場合は，コン

ンパニオンウエーの直ぐ近くのデッキ下に置いてもい

い。

いずれの場合も，ライフラフトは15秒以内に，ライ

フラインの所まで移動出来なければならない｡」

11.53文章改訂

「ポールは恒久的に伸ばし，25吠(8m)の浮力の

あるロープで浮環と結び，バラストによって直立させ，

水面上6WH(1.8m)以上の高さに旗があるものとする｡」

11．61

「distresssignalは1ケ以上の容器に分けて収納

してもいい｡」

V)ANNExm(レベルレーティング）

レベルレーティングララス，世界選手権レース

1981

2TONイタリー9月11～24日

lTONアイルランド8月20日～9月3日

%TONフィンランド7月13日～26日

%TONUK8月24日～9月6日

%TONフランス9月

ミニトン西独5月21～31日

19821983

2TONナシフランス

1TONUKブラジルまたは西独

% T O N ス ペ イ ン イ タ リ ー

%TONギリシャノールウェー

%TONオーストラリアナシ

ミニトンスウェーデンフランス

●海事法令指導講習会●
るとのこと。やはり自分の命は自分で守らなければな

●海事法令指導講習会●らないことが,この二つの事故によって,各ﾖｯﾄマ
ンに強い認識をうえつけたようだ。つづいて世界中の

ゾ東京報告ヨットマンが,アドミラルズカップの事故について，
嶋田武夫どのような考えをもっているかを昨年11月ロンドンの

ORC会議に，極東のチーフ・メジャーラーとして出

NORC関東支部では昨年につづき海事法令指導講席された渡辺理事よりお話があり，一同おおいに勉強

習会が開催されましたので報告いたします。になったしだいです。5時間半にわたる長い座学では

1月10日(土)と1月11日（日）の2日間にわたり，講あったが，内容の濃い講習会でした。

習 会を行なった。あけて1月11日（日）朝より講習会場を油壺にうつし，

1月10日(土)は，東京都港区虎ノ門にある船舶振興海上衝突予防法，救助計ll練，ハーネス着用時の注意事

会10階第一会議室にて，24名の参加者があり，午後12項，ライフジャケット着用と海中での運動性等，事故

時より17時30分までの5時間半にわたり，ヨットに対に対する対応を中心に,10時より14時まで熱のこもつ

する安全，計測等について，武市講師をまねき，っった講習会となった。56年はこの他に，ライフラフトの

込んだ質疑応答がなされた。特にその中でも，昨年の操作，ハンドフレアー等の信号焔を使用しての講習会
第7回大島～初島レースによる事故対策および一昨年開催を計画している。オフショアの講読者諸氏も奮つ
のアドミラルズカップの事故，これら一連の事故に対てのご参加をおまちしております。

し，世界中のヨットマンがその後どのような対策のし

かたをしているか，また，世界共通の安全ルールであV沖縄支部報告
る，最低備品と設備規定がどのように変わったかなど，

かなりハイレベルな会議となった。このことについて去る4月28日沖縄県自治会館において，第5回沖縄

ひと こ と － 。 レース前夜祭と沖縄支部結成式が併催された。当日は

最近関東周辺のマリンショップに集まるヨットマン県知事をはじめ御来春各位，石原会長以下レース参加

は，ハーネス以外の備品には目もくれず「このハーネ艇のメンバー約300名が参加した。沖縄県は本土復帰

スが良い，ここが悪い」などと，真剣に話し合っていを記念して1970年に第1回，沖縄一東京レースを開催

7yiegyeqfesf"ep","pmf‘e妙｡r"たα向ﾙfe"e[J,"q"""ﾙαら"cfef.Ep

(12）
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した海洋県でもあり，今後の活動発展は大いに注目す

べき支部でもある。

このようなおり，沖縄県下のヨットマン諸氏のレベ

ルアップと交遊を兼ねて，55年度補助事業（海事法令

指導講習会）の第一弾を沖縄支部で開催出来たことは

意義深い。

昭和55年4月25日26日,泉崎病院会議室にて,今後の

沖縄県下のヨットの普及および指導について，清水専

務理事,大儀見副会長,城間沖縄支部長ら約25名によっ

て2日間座学を行なった。

4月27日には会場を変え，佐敷マリーナにて海上衝

突予防法にもとずく実船訓練，救助活動の手順その他

船検備品とNORC安全検査の共通性，安全備品の使

用方法等と実物を見ての会話は参加者の経験はなしも

加味され，つきる事なく夕方まで続き，盛大のうちに

幕がとじた。

57年の第6回沖縄一東京レースには沖縄県ヨットマ

ンによる，第5回以上に，より充実した大会を開催で

きることを期待しつつ終りとしたい。

●外洋帆走指導普及講習会●

、/富山県外洋帆走協会報告

7月12日1311の2日間にわたり富山県において，富

山県外洋帆走協会，会員16名参加のもとに下記のよう

な内容の講習会を行なった。

l.船体計測に関する座学7月12日

2．安全備品の検査についてJCIとNORCの検査

備品の相異点と共通点，その他諸問題点，7月13日。

3．計測の実習7月13日の午後，安野屋小学校体育

館にてセール等の計測実習。

また，富山県外洋帆走協会の最大フリートである新

掘川河口へゆき実艇計測を行なった。

富山県外洋帆走協会は富山新港の奥にある新掘川河

口に約30隻のクルーザーが集まっており，周辺はまだこ

れから開発されるため一面草むらではあるがヨットの

マストが並ぶハーバーにつくとやはりムードのあるも

のである，富山市からは近く車で20分程度で到着する。

この講習会により富山県と石川県のクルーザーが参加

する佐渡ケ島レースに、NORCのJORを使用する

ことが出来るまで，16名の方々はレベルアップした。

計測員の養成が完了したことにより公平なるレーテ

ングの使用が可能となり富山県のクルーザーが公平なる

競技を楽しむことができるであろう。

今回の講習会を通じ，富山県外洋帆走協会のメンバ

ーの方々のレベルの高さにおどろくとともに，講習会

に出席された方々のひたむきな情熱に敬意を表し，報

告としたい。

最後に今回の講習会に多大なる尽力をいただきまし

た小林敬二氏に誌面をおかりしてお礼をもうしあげて

終りにいたします。

●海外だより

◎1981年ワントン・カップ世界選手権はアイルラン

ドのコークで開催されます。

期日：8月20～9月3日

主催:TheRoyalCorkYachtClub

◎1981年ハーフトン・カップ世界選手権は，ニュー

ジーランドで行なわれる予定でしたが,英国で開催され

ることになりました。

期日：9月5日～9月18日

場所:Poole,Dorset.GreatBritain

主催:TheRoyalThamesYaChtClubおよび

R.0.R.C_

お正月早々，来年のことで，多少どうかと思います

が,南半球から,来年1月に行なわれるビッグレースの

ニュースが本部に入っています。

◎シドニー～リオレース

スタート:1982年1月25日

距雛:8,000N.M(ケープホーン廻り）

主催:TheCruisingYachtClubofAustraliaお

よびIateClubdoRiodeJaneiro

その他細い点は未だ不明ですが，今度が第1回で，

今後は隔年に行なう予定とのことです。

◎第5回南大西洋レース

スタート：1982年1月9日

コース：ケープタウンープンタデルエステ（ウル

グァイ）途中イル・ダ・トリニダーデ島

距離：約4,500マイル

制限：ミニマムL:7．7mRating:22.7

必死になったクルーのバケツほど有効なビルジボンプはない。

(13)
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玄 海支部

リートの
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霜…"玄海支部室津フ'ノートキャプテン

NORC玄海支部室津フリートを,今回皆様に御紹介出

来ることを非常にうれしく思います。昨年のオフショ

ア10月号く室津便り〉を御記憶の方は，そんな所が在

ると書いてあったなあと思い出していただけるかと思

いますが,もう一度簡単に御紹介させていただきます。

我がフリートの母港の所在地は，山口県豊浦郡豊浦

町室津下,室津漁港の一隅で,北緯34.8'303東経130｡53'

に位置し，海図は#1200,#201,を見ていただければ

すぐわかります。本州北西岸水路誌P.30第16図の室津

埼のすぐ東の湾の中にあり，どの風に対してもまず心

配はありません。湾を出て300｡,77マイルで対馬比田

勝港,250｡,60マイルで壱岐勝本港，玄海支部のホー

ムポート，福岡小戸ヨットハーバーまでは240.で43マ

イル,0.で13マイルに角島,といった所です｡陸の方か

らは，新幹線「新下関駅」より北へ車で20分の所で，

私の住んでいる北九州市小倉からは関門橋を渡って車

で70分くらいです。

前号でも書きましたが，私達が艇を係留している所

は冬5m,夏3mの透明度があり，艇の下のナマコや

さざえ，わかめ，が見えます。これだけ自然が守られ

ているのも，この土地の人々がいかにそれが大切かを

よく知っていて，けんめいにそれを守っているからで

す。ついこのあいだも，原子力発電所建設の反対運動

では，非常な盛り上がりをみせ，特にこの豊浦郡の漁

師のカーチャンパワーが男達の尻をたたき，ついに阻

止してしまったということです。さて，我々もこれに

負けてはならじと，「美しい海,美しい心，みんな海の

仲間,美しい自然を大切に」を合い言葉に，このすばら

しい自然を守ることに気をくばっています。いまの私

達は，クラブハウスは昔の漁具倉庫を改造したオンボ

ロでも,港の波止にバウ付け,スターンから唐人アンカ

ーをぶち込んでの係留で，艇まではテンダーでヨイシ

ョ，ヨイショ，でも，いまのままが一番いいと思って

います。仲間が集まって話せる場所があり，艇にもの

れるんだから。あまり便利が良くなると，海と舟を本

当に愛してない人がまざってしまうような気がして…。

さて，この室津（むろつ）フリートは現在のところ，

4艇(%t…1艇,%t…2艇,%t…1艇）でスタート

したわけですが，この夏ごろまでに1t…2艇,%t･･･

1艇,%t…2艇を加え，合計9艇になる予定です。こ

の9艇を含めて合計37艇でくひびき帆走クラブ〉とい

うクラブを作って，クラブ活動を行なっていますが，

年間に12レース（オリンピックコース6レース，40～

80マイルのショートオフショアレース6レース）があ

り，これで腕をみがいて,NORC玄海支部のレースに

出場するというのが，私達のフリートの艇のパターン

になると思います。まだヨット歴の浅い者ばかりです

から，多分玄海支部お荷物フリートになると思いますが，

そこは海のように広い心でお許しいただき，よろしく

御指導いただきたいと思います。

へ

へ

室津港見取り図
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日本外洋帆走協会という名称からは，健全な外洋ヨ

ットと，それを愛する人達の集まりとを想像しますし，

NORCという名称からは，最新のレース艇と，ばりば

りのレーサーを想像しますので,今後,我がフリートと

して，どのように活動していくか，みんなで考えるこ

とにはしておりますが，まあ，あまりむつかしく考え

ずに，楽しくやることが第一だと思いますので，当分

は本部の皆様の御助言をいただきながら楽しくやるこ

と第一で活動していくつもりです。

楽しくやるといえば，我が母港室津から車で10分く

らいで川棚温泉というひなびた温泉町へ着きます。こ

この温泉は万病に効くそうで（恋の病だけはやっぱり

だめだそうですが),町営の銭湯もあり，旅館も安く，

魚も玄海の生魚ばかりです。近くへクルージングにお

いでの時は，当方へ電話いただければ,係留の場所,そ

の他,クラブをあげてお世話出来ると思います。また，

このあたりはみかん園も多く，秋にはみかん狩も出来

ます。もっとも，旅館というより「はたご」といった

ほうがよく，昔は若くて美女だったらしい女の酌では，

あわないと言われるかもしれませんが。でも，海の話

や，船の話になるとすぐのってきますよ。たいていの

仲居さんが，遠洋航海にトウチャンが出ている家のカ

ーチャンとか，支那海に漁にいって帰らぬ人となった

人のもと奥方とかが多いんです。

あんまりこんなことばかり書いていると，室津フリ

ートのイメージにかかわりますので，この辺にしてお

きますが,とにかく，昔，魚が沢山とれた頃の話しや，

天気の話,等々，うまく聞き出すと面白いものです。

さて,最後に,この何ともはや，わけのわからぬ文

を耆いている私は，この度，室津フリートのフリート

キャプテンを引きうけることになりましたく寿宝Ⅱ〉

(NORC2409%t)のオーナースキッパーです。今

年あたり，クルーからはオーナーズチェアをプレゼン

トされそうで、年頭から悩んで，やけ酒を飲んでおり

ますが,もし,本当にそうなったら,NORCの原稿用紙

と酒を持ち込んで，‘駄文を書きなぐり，オフショアの

編集子を悩ませてやろうと思っていますので御用心下

さい。NORCのますますの発展を祈って，今回はこれ

くらいで失礼します。

NORC玄海支部室津フリート連絡先

〒803北九州市小倉南区徳行102～2岩井歯科内

岩井貞雄

電話(093)962-4652(昼）

(093)591-2461(夜）

(08377)4-1195(室津ヨットハーバー）
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第3回琵琶湖シリーズ成積表
レース委員長三井祥功
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NORC協会ニュース

外洋ヨット・レース

関係者合同会議報告

昨年の12月7日（日),東京・笹川記念会館会議室に

おいて，外洋ヨット・レース関係者合同会議が下記の

通り開催されました。

尚，この会議は,NORC本部及び各支部帆走委員

長並びにルール・計測・安全・技術の各委員長が中心

となり，新年度の本部レースの日程やコース及び参加

資格や適用規則等の審議並びにNORC各支部及びN

ORC非加盟外洋ヨット団体からのレースに関する事

業報告及び事業計画並びに外洋ヨット・レース全般に

わたる情報の交換及び問題の提起と検討を行なうため，

毎年12月上旬に開催されているものです。

記

I.出席者

本部・関東支部周東英卿・薬師寺千代美

鎌田稔・大村雅一

大儀見薫・武市俊

駿河湾支部塩川孝二

東海支部山田 邦彦・大矢隆

近畿・北陸支部真田恒男・三井祥功

内 海支部谷川晴 彦

西内 海支部佐伯敏則

玄海支部末松明

沖 縄支部山城 洋 祐

北海道外洋帆走協会岩城豪男（以上16名）

Ⅱ、議事概要

会議は定刻0900に開会し，周東本部帆走委員長が

議長となって議事を進めた。

午前の会議では，議長より，次の議題について説

明があり，次いで審議を行なった。

1.1981年度本部主催外洋ヨット・レースについて

(Offshore2月号No.70参照）

2.｢NORC外洋レース規則｣の改訂について

(0ffshorel月号No.69参照）

3．「レース委員会の手引｣の作成について

(Offshorel月号No.69参照）

4．本部レース用帆走指示書Formの改訂について

(Offshore3月号No.71参照）

午後の会議では，武市俊計測・安全委員長より，

渡辺修治技術委jijを(RepresentativeofJapan)

に代って,ORC会議(11月Londonにおいて開催）

の報告並びに1981年度に適用される計測規則及び安

全規則の主要改訂事項について説明があり，その後，

(16)

質疑応答が行なわれた。

次いで，大儀見副会長より，昨年の大島・初島レ

ースにおける落水事故並びに外洋ヨット・レースに

おける安全対策について，事故対策委員長の立場か

ら報告がなされた一Offshorel2月号No.68及び1

月号No.69参照）

最後に，各支部帆走委員長並びに北海道外洋帆走

協会長より，外洋ヨット・レースを中心に1980年度

の事業報告と1981年度の事業計画について説明があ

り，会議は定刻1700に閉会した。

Ⅲ主要決定事項

l.小笠原レース

第2回小笠原レースは，4月29日（水)1000父

島スタートにより，開催することになった。但し，

フィニッシュ・ラインについては，3月に開幕す

るP.I.博に協賛する意味から神戸またはサントピ

ア沖に設置する案も検討されたが，結論が得られ

ず，本件については，議長一任とし，参加艇の意

向を十分に考慮して決めることになった。

2．全日本トナー選手権レース

全日本トナー選手権レースは，各支部持ち廻り

方式により，関東以外の各支部海域でも積極的に

開催することが確認され,1981年度の全日本トナ

ー選手権レースについては，駿河湾支部及び東海

支部で前向きに検討することになった。

3．ナショナル・チーム代表艇選考レース

国際レース（アドミラルズ・カップ・レース及

びパンナム・クリッパー・カップ・レースetc.)

にナショナル・チームを派遣する際には，参加希

望艇が3隻を超えた場合にかぎり，本部レースと

して，正式に選考レースを企画・開催し，ナショ

ナル・チームの代表艇を決めることになった。

4．ビッグ・ボート・シリーズ・レース

アドミラルズ・カップ・レース1981-に

正式に参加する意向を示している艇は,12月7日

現在，内海支部所属の<TOGO)1艇のみであり，

従って,1981年度はナショナル・チーム代表艇選

考レースは行なわず,関東支部主催によるビッグ・

ボート・シリーズ､・レースを2月または3月に相

模湾において開催することになった。但し，参加

資格はIORMark－mARating27.0′以上

とし，その他詳細については，ビッグ・ボートの

オーナー各位と相談の上，検討することになった。

5．計測証書・安全検査証の艇内常置義務

レース参加艇に対し，計測証書及び安全検査書

のオリジナルまたはコピーを艇内に常髄すること

を義務づけることになった。

6．計測・安全に関する検査の実施

レース委員会は，レース参加艇に対し，随時，

計測条件の検査並びに安全基準の検査を実施し，

規則違反艇に対しては，厳しく罰則を適月'するこ

へ

狸、
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とになった。

7.15才未満の非会員乗員参加料

レース参加者が15才未満の非会員の場合には，

乗員参加料は会員の乗員参加料と同額とすること

になった。

8．レース運営中の人身事故に対する民事上の責任

並びに賠償責任保険・傷害保険

レース委員長の指示により，レース委員等がレ

ース運営にかかわる作業に従事している際に発生

した人身事故に対するレース委員長の民事上の

責任について調査・研究し，必要に応じて，賠償

責任保険及び傷害保険についても検討することに

なった。

Ⅳ、主要報告事項

1.フリート対抗レース

駿河湾支部では,1979年度からlチーム3艇綿

成による清水対"#ドのフリート対抗レースを実施

している。（駿河湾支部）

2．鳥羽パール・レース

前夜祭については，鳥羽市は全市を挙げて，盛

大に行ないたい意向である．

ヨット体験乗艇については，東海支部としては，

初めての試みにも拘わらず，大きな反響があり，

かつ，評判も良かったので，今後も是非続けて行

きたいと考えている。

レース参加者への「飲食店等の優待割引制度」

については，地元関係者と連絡をとって，より具

体的な方法により実現させる方向にもって行きた

いと思っている。

鳥羽パール・レースのプレ・レースとして，鳥

羽フリート主催のレースを検討している。

（東海支部）

3．琵琶湖クルーザー・フェスティバル

5月に琵琶湖において,NORC本部主催によ

るクルーザー・フェスティバルを開催し，琵琶湖

の外洋ヨット仲間が集まり，親睦ヨット・レース

を行なう予定である。（近畿・北陸支部）

4．P・I.博協賛海上デモンストレーション

3月に開幕するP.I.博に協賛して，神戸沖に外

洋ヨットが集結し，海上デモンストレーションを

行なう予定である。（内海支部）
5．アリラン・レース

5月のゴールデン・ウィークにアリラン・レー

ス（釜山→博多）を開催する。（玄海支部）
6．沖縄における外洋ヨット及びレースの実態

沖縄には，現在，外洋ヨットは約30隻あるが，

NORCに登録されている艇は僅か3隻であり，

従って,NORCの会員も非常に少ない。

外洋ヨット・レースとしては，3月21日～22日

開催の「泊→久米島レース」（52浬）・6月中旬

開催の「石垣島→那覇レース」(230浬)･11月22

(17)

日～23日開催の「本島一周レース」(140浬．但

し，レースは2回に分けて実施する）の3レース

がある。（沖縄支部）

7．北海道における外洋ヨット及びレースの実態

NORC北海道支部の設立申請を1年～2年以

内に行なう予定である。

北海道には，現在，外洋ヨットは60隻ある。外

洋ヨットに乗艇できる時期は5月の連休頃から11

月の上旬頃までの期間である。

外洋ヨット・レースは，年間5回開催している‘

最長距離レースのコースは直線で約50浬あり，約

20隻が参加し，夜間にスタートして，昼間にフィ

ニッシュする日程で行なっている。

ソ連のナホトカ港と外洋ヨットによる交流を行

なっており，交互に1隻づっ，相手港を訪問して

いる。

子供達に海とヨットに親しんで貰うためにヨッ

ト少年団を育成している。(北海道外洋帆走協会）

以 上

（周東・薬師寺記）

安今委員会からのお知らせ

武市俊

NORC最低備品と設備基準を規制する特別規定は、

下記の項目が変更および追加となりました。

一昨年，全国オーナーに郵送いたしました，ブルー

の表紙の本に追加してお使い下さい。

5.5ヨットの備品と艤装品は、強固に

固定されていること。

6.0構造上の要点

6．1デッキ，ゴーチルーフ及び，その

他の総ての部分を含む船体は，完全

に水密でなければならず，また，い

かなる開口部も同様，この基本的な

水密性を，即座に，確実に保つ事が

出来なければならない。

ランニングリギン，コントロール

ライン用の開口部の水密性について

も同様である。センターボード及び、

ダガーボードのトランクは船体内に

開口部があってはならない。

6．12ハッチ:Bmaxステーションより

前方には710c㎡(110in2)より小さい

舷窓を除いては，内側に開くハッチ

を設けてはならない。

ハッチは90度ヒールした状態でも

水面上にあるように配置すること。

レース種別

1 2 3 4

★ ★ ★ ★
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総てのハッチは，恒久的に取付け

られたもので，即座に閉じる事が出

来,180度転覆しても確実に閉鎖さ

れた状態を保てなければならない。

メインゴンパニオンウェイハッチ

は，確実に，安全強固に造られたも

ので，艇の内外から開閉出来るもの

でなければならない。

6.13コンパニオンウェイ：総ての閉鎖

装置（ウオッシュボード，ハッチボ

ード）は，開閉のいかなる場合でも

紛失しないように保持し，かつ，流

失のおそれがないよう，ロープまた

は機構的にヨットと強固に連結した

ものであること。

6.14コックピッI､コンパニオンウェイ

の開口部が，メインデッキレベルよ

り下方に及んでいる場合は，開口部

の真横で，メインデッキのシアーラ

インのレベルまでせき止められるよ

うになっていなければならない。

上記せき止めの措置が適切に行な

われている状態においても，このコ

ンパニオンウェイ（またはハッチ）

は艇内への出入が可能でなければな

らない。

6.21コックピットは構造的に堅牢で自

然排水（セルフドレーニング）であ

り，艇体と恒久的一体構造で，水密

でなければならない。またメインデ

ヅキ以下の船内への開口部は総て強

固なもので，確実に閉じる事が出来

なければならない。

バウ，側面，中央，スターンのい

かなるウェルもコックピットと見な

され，6．21，6．22，6．31，6．32ルー

ルが適用される。

6.22コックピットの後部が艇外に開口

している場合：コンパニオンウェイ

の下辺部は，その真横のシアーライ

ンにおけるメインデッキのレベルよ

り低くてはならない。後方開口部の

面積は,ゴックピット内の最大深さと

コックピット内の最大幅の積の50％

より小さくてはならない。

6.31,6.31.2で規定するコックピ

ットは，あらゆるヒール角において

も排水可能でなければならないとい

う趣旨は，この場合も適用される。

6．23コックピットの容積

6.23.1(旧6.21)
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|レース種別｜
'11213141

★|★|★|★

★|★|★|★

★|★|★|★

★|★|★|★

★|★|★|★

6.23.2（旧6.22）

6．31コックピット排水孔

（6.31.1の下に追加）

1972年1月1日以前に建造された

ヨットは（ゴミこしがある場合はゴ

ミこしを除く開口部分),径が2.5cm

2個以上に相当する排水口を持たな

ければならない。

コックピットはいかなるヒール角

においても排水可能でなければなら

ない。

1977年1月1日以前に建造された

ヨットは，カテゴリー3及び4のレ

ースに限り，6．31．2のルールを適用

してもらいます。

6.53バラスト及び，重たい備品：

インサイドバラストは所定の所に

強固に固定しなければならない。

その他の総ての艇内にある重量物

艤装品（バッテリー，ストーブ，ガ

スボトル，タンク，エンジン，アウ

トボードエンジン，その他）及びア

ンカー，チェーン（8．3参照）は転

覆の際にも移動しないよう強固に固

定する。

6．54シートウインチは，これを操作す

る者がほとんどデッキより下に入ら

ないで操作出来ないように取り付け

てはならない。

6．6ライフライン，スタンシヨン及び

パルピット

6．61総てのヨットに対する規定

6.61.1ライフラインの末端：ライフラ

インの末端をタイトに確実に固着す

るために，合成繊維のロープをラニ

ヤードとして用いてもよいが，その

場合，ラニヤードによる部分の長さ

は10cmを越えてはならない。

6．61．2．スタンションは全長にわたり，

艇体への取り付け位置から，垂直に

対して10度以上傾けてはならない。

6.61.3オーバラッピッングパルピット

ライフラインは必ずしもバウパルピ

ットに固定されなくとも良いが，そ

の場合,ライフラインはデッキ上60cm

以上（レーテング21吠未満のヨット

は45cm以上)の高さで,バウパルピッ

トの内側にオーバーラップし，十分

強度のあるスタンションを通すかま

たは固定されてなければならない。

なお，この場合上段のライフライン

(18)
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とバウパルピットの間隔は15cmを越

えてはならない。

6.61.4パルピツト及び，スタンシヨン

の固着：パルピット及び，スタンシ

ョンの固着は通しボルトまたは溶接

によらなければならない。また、そ

の基底部は,Bmax,の5%または，

15cmの大きい数値以上にワーキング

デッキの端より内側に取り付けては

ならない。スタンションの基部はワ

ーキングデッキの外側に取り付けて

はならない。

6.62レーテング21呪以上のヨット

6.62.1ライフラインは2段でタイトに

張られ，上段はワイヤーロープを用

い，ワーキングデッキより60cm以上

の高さで,2.15m以内の間隔をもっ

て恒久的に支持されてなければなら

ない。

コックピットの後部が艇外に開口

している艇では開口部の高さが56cm

を越えないよう，必要あれば新たに

ライフラインを追加しなければなら

ない。

6.62.2パルピット：ヘッドステーの前

側をカバーする固定されたバウ及び

スターンパルピット（ライフライン

がスターンパルピットに代るよう適

正に設置されていればこの限りでは

ない）が設置されている事。下段の

ライフラインはバウパルピットの上

まで延びている必要はない。

前後のパルピットのアッパーレー

ルはワーキングデッキ上で上段のラ

イフライン以上の高さを有すること。

バウパルピットで，部分的に開口

部のあるものは，レース中はアッパ

ーレール全周にわたり確実に閉じて

おかなければならない。

ライフラインが取り付けられてい

るいかなる個所もスタンションと見

なすので，その基部は，ワーキング

デッキの外側にあってはならない。

6.63レーテイング21呪未満のヨット

6.63.1ライフラインはワイヤーローフ

を用いてタイトに張られ，ワーキン

グデッキより45cm以上の高さで,2.15

m以内の間隔をもって恒久的に支持

されてなければならない。

もし，いかなる場所でもライフラ

インがレールキップより56cm以上高

○FFSHORE 昭和52年7月21日第三檀郵便物認可
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い場合は中間のライフラインを取り

付けなければならない。

コックピットの後部が艇外に開口

している艇では，開口部の高さが56

cmを越えないよう，必要であれば新

たにライフラインを追加しなければ

ならない。

6.63.2パルピット：固定されたバウ及

びスターンのパルピット（ライフラ

インがスターンのパルピットに代る

よう適正に設置されていればこの限

りではない）が設置されている事。

下段のライフラインは，バウパルピ

ットの中まで延びている必要はない。

前後のパルピットのアッパーレー

ルは，ワーキングデッキ上で上段の

ライフライン以上の高さを有する事。

バウパルピットで，部分的に開口

部のあるものは，レース中はアッパ

ーレール全周にわたり確実に閉じて

おかなければならない。

バウパルピットは，フォアステー

の後方に取り付けてもよいが，この

場合でも基部はデッキに確実に固着

され，またアッパーレールともっと

も前方のヘッドセールを取り付ける

フォアステーとの間隔は40cmを越え

てはならない。

ライフラインが取り付けられてい

るいかなる個所もスタンションと見

なされるので，その基部は，ワーキ

ングデッキの外側にあってはならな

い。

6.64トーレール：艤装品の取り付け部

分を除き，マストから前側のデッキ

の周囲には高さ25粍以上のトーレー

ルを恒久的に取り付けなければなら

ない。

取り付け位置は，ワーキングデッ

キの角より各所のビームの％より内

側にあってはならない。

3段目のライフライン（レーティ

ング21吠以下のヨットでは2段目）

をデキ上，25粍以上50粍以下の所に

入れ，トーレールに替えても良い。

1981年1月1日以前に建造された

ヨットはトーレールの高さが20粍以

上あればよいものとする。

※次号に続く
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通常総会開催のお知らせ
戸や墓唾舞軍妥軍毒､壁画茎、基軍〆車舞､基も基寧詫承汽玲塞､＝訟雰唾舞､＝や基誼霊も墓軍壼奄基車塞な算▼U1

I I

;新晋録艇の紹介；
蕊溌竺萱量壷｣

事務局

第25回通常総会は，下記により開催されることにな

りました。今回の総会では,NORC定款第28条2項の

規程により，同日開催される第2回代議員会に附議さ

れる，下記第3項記載の各項目について報告がなされ

る予定となっております，

会員の皆様には，時節柄いよいよご多忙のことと推

察申し上げますが，万障お繰り合わせの上，ご出席下

さるようお願いいたします。

記

1．日時昭和56年3月7日（土)16:30

2．場所港区虎ノ門1－15－16

船舶振興ビル10階会議室

NORCTEL504-1911

3．報告事項

第1号昭和55年度事業報告ならびに収支決算報告

第2号昭和56年度事業計画ならびに収支予算報告

第3号会費および会友艇登録料，会友費の値上げ

に関する報告

第4号昭和55年度除名者報告

参考：第78回理事会は当日12：30

第2回代議員会は当日14：30

第25回関東支部総会は当日16:00

から開催されます。

なお今回は総会に附議される事項は予定されて

おりません。

1498MUSES－ⅢBW25プロト淡輪Y･H7.7

×5.8×2．7×1.60佐野康夫，井尾典雄，稲葉光美，次

田周一，中川岩夫，畠勉，柳本茂一(共同）／艇名の由

来：ギリシヤ神話による，9人の姉妹神の名前（文芸を

司る）。結成時、グループ人員が9名であったので…。

／抱負：グループ°結成以来の主旨として，海とヨットを

愛する人であれば，「力を合わせてヨッティングを楽し

みましょう」と言う事で，より多くの仲間の参集により，

より大型のヨットで，より遠く，島へのクルージング，

より難度の高いレースにと，考えております。

2766ベルバラⅡ徳島・県庁前住友武／艇名の由
来：きれいな名前で言葉のひびきのいい名前を，と考え

て思いついたのが「ベルサイユのばら」でした。そこか

らベルバラと命名。前艇のベルバラIにつづいてのベル

バラⅡです。／抱負:NORCに入会させて頂いた以上

はNORCの規則は守り息の長いヨットライフを楽しみ

たいと考えています。／クルー：束庸平･･･当院の歯科技

工士です。高倉哲司･･･当院の歯科技工士です。

2768Chargetochargeスルーブパールアイラ

二塁

甚お願い各支部のﾚーｽ委員長様､-ｽ成績の
報告を送って下さる際に、他の支部の読者にもわかる

ように、レースの日時、場所、距離、天候、出来事な

どを簡単でけっこうですので、成績表の裏にでも書い

て下さると幸いです。

さて、室津フリート様、写真入り、図入りのおたよ

りありがとうございました。キャフ°テンチェアーを送

られたら、NORCの原稿用紙と大いに取組んで下さ

い。また、上京される折にはぜひお立寄り下さい。編

集室一同、心よりお待ちしています。（編集部）

OFFSHORE第70号昭和56年,2月15日発行
毎月1回15日発行
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N ORC 会二には講習料、日程 等を考慮しております。

合格率の高い、短時閏で低価格の当教習所を御禾|｣用下さい。

学科2日間､実技2日間(非常に内容の充実した講習会です）
費用NORC会員は62,000円～90,000円

※東京者B内で開講いたします。（先善30名限り）

※学科日程：3局7日(土)、8日（日）申込〆切：2目末日

I識Ⅲ．カタログのI;,'j求は、

洲本市上物部2-6-30

TEL_(07992)4-1600近畿小型船舶教習所船
〒656

まで
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